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基 本 サ ー ビ ス の 実 現 に 必 要 な 機 能 を 抽 出 し 、 こ れ を 、 提 案 技 術 で あ る
 
INAP(Intelligent Network Access Protocol)、SIP(Session Internet Protocol)、
および国際的な標準団体である Parlayが提案しているプロトコル連携により具


























共に、これらが従来の PSTNや IPネットワークの VoIP(Voice over IP)技術のみ
では解決困難であることを明らかにしている。このため、新たな PSTNと IPの
融合技術として、VoIP通信における信号とベアラを分離し、信号には PSTNの
Q.931/ISUPを、ベアラには RTP（Real Time Protocol, IETF****）による IPパ
ケット通信を用い、Q.931と SIP(Session Initiation Protocol)の相互変換を
行うゲートウェイ（Hybrid-GW；H-GW）により、ユーザのプライベートネットワ
ークと接続するハイブリッド VoIP方式を提案している。これにより、ユーザの

































以上を要するに、本論文は、PSTN に IP 技術を取り込むことにより高
度化されるネットワークサービス方式について、インターネット連携サービ
ス技術、 PSTN と同レベルの信頼性を保障するサービスシステム信頼性評価
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